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① Safety  （セーフティ）・・・・・　安心して暮らせるまち
② Strong （ストロング）・・・・・　あらゆる災害に対応できる消防力
③ Smart （スマート） ・・・・・　最適なマネジメント

基本指針の特徴 

本組合が取り組むべき課題等を抽出し、４年の計画期
間で重点的に取り組まなければならない事項である重点
プロジェクトと、より具体的な年度ごとの施策を示した
推進事業で構成しています。 
　重点プロジェクトは、４年ごとに見直し、推進事業
は、４年間の見通しをもって取り組むこととしますが、
社会情勢の変化や施策の効果性などを踏まえて毎年見直
すこととします。 

こおりやま消防安全・安心基本指針（ 2018 年度～ 2021 年度） 

「いのちと心を　未来につなげる消防」

災害に強いまち
安心して暮らせるまち

行財政改革

組織力の向上
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① Safety (セーフティ) 安心して暮らせるまち

③ Smart (スマート) 最適なマネジメント

予防救急推進事業 
応急手当普及啓発活動推進事業

重点プロジェクト

救急業務高度化推進事業 
最新技術を活用した消防活動検証事業 
消防通信ネットワークと指令体制の充実強化事業 

重点プロジェクト 重点プロジェクト 

防災関係機関との連携強化事業
消防パートナーシップ事業 

重点プロジェクト 

施設の長寿命化事業 
消防車両の整備管理事業
コストスリム化事業

重点プロジェクト 

ワークライフバランス推進事業
メンタルヘルス対策事業

重点プロジェクト 

組織カイゼン推進事業

重点プロジェクト 

火災ゼロ対策
重点プロジェクト 

違反処理体制の充実強化事業

　消防法令違反対象物の是正 救急車の適正利用
重点プロジェクト

② Strong (ストロング) あらゆる災害に対応できる消防力

現場活動力の強化 エキスパートの育成 地域防災力の充実強化

働き方改革の推進 社会情勢に応じた施設等の管理 将来に向けた組織の改善

　火災の発生は減少傾向にあります
が、建物火災による死者は、後を絶た
ない状況です。　
　火災の原因究明率をさらに上昇させ
るとともに、火災の傾向、予防策等の
効果的な周知が必要です。　

年々増加する防火対象物に対し、年間
査察計画に基づいた定期的な立ち入り
検査を実施することで、消防法令違反
対象物の是正を図ります。

　複雑・大規模化する火災や自然災
害、さらには2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会などで懸
念されるテロ対策など新たな消防需要
が求められている中、先進技術を駆使
した消防活動や訓練・教育体制の検討
を図ります。

　事務事業のマネジメントや職員のメ
ンタルケアの充実を図り、魅力ある職
場環境を醸成します。

　消防庁舎の約７割が建築から35年以
上を経過していることから、計画的に
補修を行い、職場環境の改善を図りま
す。また消防車両についても計画的な
更新により消防力を維持します。 

　東日本大震災級の大規模災害に備え
て、消防団をはじめとした、自主防災
組織などの関係機関との役割分担・連
携強化により地域防災力の充実強化を
図ることが求められます。

　将来的に人口減少が予想されている
中、住民・地域のニーズを踏まえた費
用対効果のある持続可能な組織のあり
方を検討します。また各業務運営の活
性化・効率化を図るため事務事業の見
直し・検討を図ります。

　日頃の心がけで予防できるけがや病
気、さらに救急車を利用するに及ばな
いけがや病気に関する情報を効果的に
住民へ提供し、救急出動件数の抑制を
図ります。 
　また、応急手当講習の普及により救
命率の向上を図ります。 

推進事業
火災原因調査体制の充実強化事業 
火災予防対策の推進事業 
防火対象物の安全対策強化事業 

推進事業

推進事業

推進事業

推進事業

　消防隊の強化、指導救命士の養成、
予防要員の育成など、各分野における
専門的な知識・技術が求められていま
す。 
　また派遣研修・職場内研修の充実に
よる消防力の維持・強化を図ります。

推進事業

人材育成・開発事業 
予防要員の育成事業 
消防活動能力向上事業 

推進事業

推進事業
推進事業


